
患
者
の
救
急
搬
送
体
制
、医
師・看
護
師
な
ど
人
材
確
保・育
成

救
急
医
療
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て

府政、暮らしのご相談は

田島よしみつまで 八幡市男山美桜5-29-102〒614-8362 （事務所）

京都府議会議員
TEL 075-982-1482
FAX075-982-1492

http://tajimayoshimitsu.com［ホームページ］
［ブログ］http://ameblo.jp/tajima1972

日々の活動をブログで報告
田島よしみつ で検索

京都府議会の活動や、
議長による定例記者
会見の様子などを配信

【プロフィール】昭和47年9月生。●［平成３年］平安高等学校卒業。三菱自動車工業（株）京都製作所入社。
同社サッカー部（現・浦和レッズ傘下チーム）に所属。●［平成８年］同社退職。龍谷大学経営学部入学。
●［平成19年］衆議院議員公設第一秘書。●［平成27年］八幡市議会議員初当選。●［平成31年］京都府議会議員初当選
【現職】●京都府議会 政策環境建設常任委員会、安心・安全な暮らしに関する特別委員会（委員長）。
八幡市在住で妻・長男（大学生）・長女（大学生）・次男（高校生）・次女（中学生）の6人家族。

あたたかい京都づくり
加速化予算１兆44億7,600円

地域活動など

　令和６年度当初予算は、原案のとおり可決成立し、令和
５年度２月補正予算と令和６年度当初予算で１兆44億
7,600万円。府政運営の羅針盤となる京都府総合計画に基
づき「安心」「温もり」「ゆめ実現」の３つの視点から「あた
たかい京都づくり」を加速化するために必要となる予算を
編成しており、その一部をご紹介します。

まちかどひなまつり

ガールスカウトフェスタ

内閣官房・国際博覧会推進本部へ要望

八幡市民マラソン大会

　八幡市消防署東部分署開署式及び
消防車両の配置式が東部分署で執り
行われました。新名神高速道路全線
開通で八幡市消防が担当する救急エ
リアの拡大に伴い、市民の生命と財
産、安心 • 安全の確保の充実 • 強化
のために東部分署が開署。本署と分
署間の連携も強化し、更なる消防力
の充実に期待しています。

田島よしみつ
公式LINE

生産性向上モデル創出支援事業費

子育ての楽しさ広げる事業費

子育てにやさしいまちづくり推進交付金

親子通園支援事業費

多様な担い手確保支援事業費

植物園100 周年記念事業費

京都の文化次世代継承事業費

看護補助者・福祉施設職員処遇改善事業費

がん対策総合推進事業費

企業や大学等を巻き込み「子育て＝楽しい」とポジティ
ブなイメージを拡大。府内の商店街等で若者が企画し
子どもが運営する「京都版ミニ・ミュンヘン」を実施。

市町村が「まち全体で子どもを見守り支える」まちづ
くりを進めるための計画を策定。条例に基づき知事が
認定した計画に基づく取組を支援。

保育所等と連携し「子育ち」「親育
ち」を支援。親も一緒に通園し孤立
感を解消。子育てを学ぶ機会を提供。

各業界の実態に合った人手不足への対応及び高度人
材の育成を支援。農林水産業、建設業、専門的・技術
的職業等、業界特有の担い手確保の課題解決を支援。

開園100周年記念事業を実施。次の
100 年に向けた新たな取組を始動。

〇小中学生が茶道・華道等の生活文化を実体験し、文
化の心を学ぶ機会を拡充。〇日本料理の技法や歴史・
文化等をデジタル化し、国内外に発信。

がん医療提供体制の充実や相談機能
の強化など、総合的ながん対策を推
進。若年のがん患者へのウィッグ購入
費用の助成等を新たに実施。

中小企業の生産性・付加価値向上のため、AI やロボッ
ト等の導入を支援。生産工程や供給工程等へのAI・IoT 
の導入、機械化、ロボット化等の取組を支援など。

人材確保、職場定着を図るため看護補助者や介護・
障害福祉職員の収入を引き上げ。［対象者］看護補助
者、介護・障害福祉職員月額平均 6,000 円

全ての営みの土台となる「安心」

希望や活力の源泉となる「ゆめ実現」

子どもたちを育み、絆を守る「温もり」

地域交通総合対策費

人・物・情報・日々の生活の基盤づくり

２億
3100万円

２億
4300万円

１億
1100万円

２億
9100万円

14億
1900万円

20億
3600万円

きょうと防災・減災力強化事業費
令和６年７月に危機管理センターが本格稼働予定。自然災
害や原子力災害、新興感染症等、あらゆる危機事象に対応。

14億
1000万円

１億円

特殊詐欺等総合対策事業費
特殊詐欺による被害を防止するため、
捜査活動を迅速化・高度化。犯人の早
期特定のために防犯カメラ映像の分
析装置を高度化し、直ちに共有するた
めのシステム導入等を実施。

3500
万円

6500
万円

5100
万円

600
万円

京都府議会
ちゃんねる

を
体
験
で
き
、
子
ど
も
と
若
者
が
交
流
す

る
機
会
を
創
出
す
る
た
め
の
、「
京
都
版
ミ

ニ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
」
の
モ
デ
ル
的
実
施
、
子

ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、
子
育
て

の
楽
し
さ
を
実
感
し
て
も
ら
う
た
め
の
、

中
学
校
や
高
校
、
大
学
に
お
け
る
体
験
プ

ま
た
病
院
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
現
地
調
査

な
ど
を
行
い
、
今
年
４
月
の
指
定
に
向
け

取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
現
在
、
関
西
広
域

連
合
で
共
同
運
航
す
る
７
機
の
う
ち
３
機

が
府
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
が
、
府
北

部
地
域
の
一
部
は
二
重
三
重
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
が
構
築
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
重
複
要
請
や
、
多
数
の
傷
病

者
が
発
生
す
る
事
案
な
ど
へ
の
対
応
が
課

題
で
あ
り
、
府
内
に
基
地
病
院
を
置
く
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
が
有
効
の
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

現
在
、
医
師
や
看
護
師
の
マ
ン
パ
ワ
ー

や
医
療
提
供
の
質
の
確
保
、
施
設
・
設
備

な
ど
適
切
に
対
応
で
き
る
病
院
の
調
査
を

ど
も
が
い
る
こ
と
が
当
た
り
前
」
と
い
う

意
識
を
つ
く
り
、
結
婚
や
子
育
て
に
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
て
い
き
た
い

と
の
想
い
で
進
め
る
も
の
で
す
。

　

今
定
例
会
で
提
案
し
た
令
和
６
年
度
当

初
予
算
案
で
、
子
ど
も
が
社
会
の
仕
組
み

【
田
島
祥
充
府
議
会
議
員
】

　

高
齢
者
救
急
の
増
加
や
緊
急
性
・
専
門

性
の
高
い
症
例
に
対
応
し
た
救
急
医
療
の

提
供
体
制
の
強
化
が
必
要
と
な
る
な
か
、

救
急
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対

応
し
た
救
急
搬
送
体
制
の
構
築
に
向
け
て
、

検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、「
救
急
ア
ク
セ

ス
の
最
適
化
手
法
と
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

の
機
能
の
充
実
に
関
す
る
検
討
」
が
行
わ

れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
府
民
や
患
者
の
救

急
搬
送
体
制
と
人
材
確
保
・
育
成
に
つ
い

て
、
知
事
の
所
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

【
西
脇
隆
俊
知
事
】

　

京
都
府
は
、
全
国
と
比
較
し
て
救
急
搬

送
時
間
が
短
く
、
搬
送
が
困
難
な
事
案
の

割
合
も
低
い
で
す
が
、
搬
送
時
間
に
地
域

差
が
あ
り
、
搬
送
件
数
も
増
加
傾
向
に
あ

る
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
令
和
４
年

度
か
ら
、
救
急
を
専
門
と
す
る
医
師
や
学

識
経
験
者
に
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
三
次
救
急
医
療
体

制
や
、
救
急
搬
送
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
を
行
い
、
人
口
当
た
り
の
設
置
数

が
全
国
平
均
を
上
回
る
よ
う
、
府
内
初
の

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
指
定
及
び
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
追
加
指
定
に
向
け
た

公
募
を
昨
年
９
月
に
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
風
土
づ
く
り
を
土
台

と
し
て
、
子
ど
も
と
育
つ
地
域
・
ま
ち
づ

く
り
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
な
ど
、「
子
育

て
環
境
日
本
一
」
の
取
組
を
前
へ
と
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

行
い
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
の
関
係
も
踏
ま
え

な
が
ら
、
有
用
性
や
課
題
な
ど
、
導
入
可

能
性
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
救
急
専
門
の
医
療
人
材
確
保
に
つ
い
て
、

府
内
の
人
口
10
万
人
当
た
り
の
救
急
科
の

医
師
数
は
、
平
成
28
年
か
ら
令
和
２
年
度

ま
で
23
％
増
加
し
ま
し
た
。
京
都
・
乙
訓
・

山
城
北
医
療
圏
は
大
き
く
上
回
る
一
方
で
、

そ
れ
以
外
は
全
国
平
均
以
下
で
、
地
域
偏

在
が
課
題
で
す
。
こ
れ
ま
で
か
ら
救
急
診

療
を
含
む
地
域
医
療
へ
の
従
事
な
ど
を
条

件
と
し
た
学
生
へ
の
奨
学
金
制
度
、
府
立

医
科
大
学
大
学
院
の
学
費
免
除
な
ど
、
医

師
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
人
材
育
成
は
、
救
急
告
示
病
院
な
ど
で
、

医
師
や
看
護
師
が
受
講
す
る
救
急
の
専
門

研
修
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
、
24
時
間
診
療
体

制
に
必
要
な
人
員
を
確
保
・
配
置
に
加
え
、

医
学
生
、
看
護
学
生
、
臨
床
研
修
医
、
看

護
師
、
救
急
救
命
士
な
ど
に
救
急
医
療
の

臨
床
教
育
を
行
う
育
成
の
場
を
国
か
ら
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
の
追
加
指
定
の
公
募
の
条
件
に
「
二

次
救
急
の
役
割
維
持
、
専
門
人
材
の
派
遣

を
行
う
な
ど
、
府
内
の
救
急
医
療
体
制
の

充
実
に
寄
与
す
る
こ
と
」
を
設
定
し
、
救

急
医
療
人
材
の
確
保
・
育
成
に
大
き
く
貢

献
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
府

域
全
体
の
救
急
医
療
体
制
の
充
実
・
強
化

が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

全国初

全国初

全国初

〇地域モビリティサービスの実証運行を支援。
交通空白地での自家用車による有償
旅客運送、自動運転の実証運行等。
〇鉄道や沿線地域の観光資源を
活用した誘客促進。

田島よしみつ活動報告紙京都府議会議員

府政、暮らしのご相談は

田島

http://tajimayoshimitsu.com［ホームページ］
［ブログ］http://ameblo.jp/tajima1972

田島よしみつ で検索

ガールスカウトフェスタ

田島よしみつ
公式LINE

たじま新聞
京都府議会議員初当選

たじま新聞たじま新聞

田島よしみつ
京都府議会議員

［発行］令和６年春 田島よしみつ活動報告紙京都府議会議員 VOL.22

京都府消防大会

年末特別警戒令和６年 賀詞交換会 海上保安庁管外視察

管内調査

交通事故防止府民運動スタート式ガールスカウトフェスタ

八幡市消防署東部分署 開署式 八幡市二十歳のつどい

出前高校生議会



淀
川
舟
運
の
整
備
状
況
は
？

上
津
屋
橋（
通
称・流
れ
橋
）の

復
旧
工
事
の
進
捗
は
？

発
信
し
、
関
係
人
口
や
交
流
人
口
、
参
加

人
口
の
拡
大
に
繋
げ
、
文
化
、
観
光
、
産

業
な
ど
多
様
な
面
で
府
域
の
持
続
的
な
発

展
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
や
、
子
ど
も
た
ち

が
万
博
を
体
験
す
る
こ
と
で
未
来
社
会
を

考
え
、
行
動
し
て
い
く
機
会
と
な
る
こ
と

な
ど
に
必
要
な
予
算
案
を
今
定
例
会
に
提

案
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
と
も
万

博
を
大
き
な
契
機
に
、
京
都
府
の
魅
力
を

さ
ら
に
向
上
さ
せ
、
成
長
と
活
性
化
に
繋

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
田
島
祥
充
府
議
会
議
員
】

　

文
化
庁
と
万
博
に
向
け
た
取
組
も
強
化

さ
れ
、
文
化
庁
と
の
意
見
交
換
な
ど
、
ど

の
よ
う
に
連
携
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
か
。
ま
た
万
博
に
向
け
て
府
内
一
円
を

音
楽
で
満
た
す
「
Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ
Ｆ
ｕ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｋ
ｙ
ｏ
ｔ
ｏ
国
際
音
楽
祭
（
仮
称
）」
の
予

算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
音
楽
祭
の
会

場
に
世
界
遺
産
や
重
要
文
化
財
等
も
活
用

す
る
こ
と
で
世
界
へ
京
都
文
化
の
発
信
に

繋
が
る
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
。

【
西
脇
隆
俊
知
事
】

　

昨
年
３
月
の
京
都
移
転
以
来
、
長
官
を

は
じ
め
職
員
が
、
祭
り
な
ど
の
地
域
行
催

事
、
府
や
市
町
村
、
民
間
団
体
が
主
催
す

る
事
業
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
若
手
職

員
を
中
心
に
府
や
京
都
市
と
定
期
的
な
意

見
交
換
や
地
域
文
化
の
視
察
・
体
験
の
機

会
を
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
地
域
文
化
へ
の

理
解
を
深
め
、
地
域
課
題
の
把
握
に
努
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
文
化
庁
移
転
で
国
と
地

方
の
距
離
が
近
づ
き
、
市
町
村
と
共
に
地

域
の
意
見
を
国
へ
届
け
る
な
ど
、
新
た
な

京
都
の
発
展
に
向
け
た
取
組
や
事
業
が
創

出
さ
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
未
来
の
京
都

を
担
う
人
材
や
企
業
、
産
業
や
文
化
が
育

つ
こ
と
が
京
都
に
お
け
る
万
博
の
成
功
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
よ
り
多
く
の

方
々
に
万
博
の
取
組
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
民
間
企
業
や
団
体
が
実
施
す
る

機
運
醸
成
や
誘
客
の
取
組
を
認
証
す
る「
大

阪
・
関
西
万
博
き
ょ
う
と
推
進
委
員
会
認

証
制
度
」
を
創
設
し
、
そ
の
普
及
に
努
め

て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
企
業
や
大
学
、
美

術
館
な
ど
へ
直
接
呼
び
か
け
を
行
い
、
１

月
末
時
点
で
30
を
超
え
る
申
請
が
あ
り
、

さ
ら
に
取
組
の
輪
を
広
げ
る
な
どV バ

ー
ジ
ョ
ン

er.2

と
し
て
進
化
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

京
都
ブ
ー
ス
の
「
府
民
参
加
型
の
催
し
」

は
、
例
え
ば
、
伝
統
芸
能
の
保
存
団
体
に

よ
る
実
演
や
体
験
、
お
茶
の
生
産
者
に
よ

る
茶ち

ゃ
か
ぶ
き

香
服
、若
手
起
業
家
に
よ
る
ア
バ
タ
ー

の
京
都
観
光
体
験
な
ど
、
府
内
各
地
の
魅

力
や
新
た
な
体
験
技
術
を
活
用
し
た
企
画

ヤ
ー
に
位
置
付
け
、
令
和
６
年
度
に
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
国
内
外
の
多
く
の

方
に
気
軽
に
良
質
な
音
楽
に
触
れ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
市
町
村
と
も
連
携
し
て
、

社
寺
等
の
文
化
財
や
歴
史
的
建
築
物
を
会

場
に
す
る
な
ど
、
京
都
な
ら
で
は
の
国
際

音
楽
祭
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
令
和
７
年
度
は
、
府
内
各
地
で
の

取
組
に
加
え
京
都
市
の
「
京
都
の
秋
音
楽

祭
」
と
の
連
携
、
京
都
市
交
響
楽
団
と
の

共
演
な
ど
、
オ
ー
ル
京
都
で
京
都
中
が
音

楽
で
溢
れ
る
よ
う
取
り
組
み
「
文
化
の
都
・

京
都
」
を
広
く
世
界
へ
発
信
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

【
田
島
祥
充
府
議
会
議
員
】

　

万
博
会
場
ま
で
交
通
手
段
や
ル
ー
ト

を
選
択
で
き
れ
ば
、
楽
し
み
や
立
ち
寄
る

箇
所
も
増
え
、
地
域
振
興
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
ま
す
。
安
全
で
快
適
に
移
動
で
き

る
航
路
や
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
等
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
国
の
淀

川
舟
運
の
府
域
の
整
備
状
況
は
ど
う
で
す

か
。
ま
た
、
万
博
会
場
へ
の
サ
イ
ク
ル
ロ
ー

ド
整
備
に
進
展
が
あ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
万
博
を
訪
れ
た
方
が
自
転
車
で
上

津
屋
橋
、
通
称
流
れ
橋
ま
で
足
を
延
ば
し
、

地
域
の
魅
力
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
考
え
ま

す
が
、
昨
年
の
台
風
第
７
号
で
流
れ
た
津

屋
橋
の
復
旧
工
事
の
進
捗
は
ど
う
で
す
か
。

【
西
脇
隆
俊
知
事
】

　

淀
川
舟
運
は
、
国
や
京
都
府
を
含
む
沿

川
自
治
体
、
民
間
事
業
者
等
で
「
淀
川
舟

運
活
性
化
協
議
会
」
を
設
立
し
、
関
係
者

が
連
携
し
て
、
定
期
船
就
航
に
繋
げ
る
た

と
伺
っ
て
い
ま
す
。　
　
　

　

万
博
会
場
へ
の
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
の
整

備
状
況
は
、
令
和
３
年
８
月
に
国
が
決
定

し
た
「
大
阪
・
関
西
万
博
に
関
連
す
る
イ

ン
フ
ラ
整
備
計
画
」
で
は
、
サ
イ
ク
ル
ロ
ー

ド
の
整
備
が
会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
策

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
京
都

府
は
「
京
奈
和
自
転
車
道
」「
京
都
や
ま
し

ろ
茶
い
く
る
ラ
イ
ン
」
を
整
備
し
て
お
り
、

こ
の
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
で
嵐
山
か
ら
木
津

ま
で
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
大
阪
府
な
ど
と
連
携
し
整
備

を
進
め
る
「
淀
川
左
岸
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
」

と
接
続
し
、
京
都
府
域
か
ら
万
博
会
場
ま

で
の
ア
ク
セ
ス
を
可
能
と
す
る
こ
と
で
、
よ

り
広
域
的
な
周
遊
環
境
の
充
実
に
繋
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

上
津
屋
橋
、
通
称
流
れ
橋
の
復
旧
状
況

は
、
昨
年
８
月
の
台
風
第
７
号
で
流
出
し

た
橋
桁
の
復
旧
工
事
を
進
め
て
お
り
、
経

年
劣
化
が
進
む
部
材
の
取
り
換
え
も
併
せ

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
６
月
の
出
水

期
ま
で
に
通
行
が
再
開
で
き
る
よ
う
復
旧

に
取
り
組
み
ま
す
。
京
都
府
は
、
今
定
例

会
で
、
木
津
川
や
桂
川
を
は
じ
め
府
内
各

地
で
風
情
あ
る
景
色
を
生
み
出
す
川
を
新

た
な
京
都
観
光
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
活
用
す

る
「
川
の
京
都
」
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
に
取

り
組
む
た
め
の
予
算
案
を
提
案
し
て
い
ま

す
。
万
博
を
契
機
に
、
舟
運
や
サ
イ
ク
ル

ロ
ー
ド
も
活
用
し
て
、
嵐
山
や
清
水
寺
な

ど
来
訪
者
が
多
い
観
光
地
の
み
な
ら
ず
、

京
都
府
域
を
幅
広
く
周
遊
す
る
人
の
流
れ

を
生
み
出
す
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
に

繋
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
田
島
祥
充
府
議
会
議
員
】

　

大
阪
・
関
西
万
博
の
京
都
府
の
成
功
に

向
け
、
オ
ー
ル
京
都
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
具
体
的
な
取
組
状
況
は
？
府
民
が

万
博
に
関
わ
る
絶
好
の
機
会
な
の
で
、
関

西
パ
ビ
リ
オ
ン
の
京
都
ブ
ー
ス
に
府
民
参

加
型
で
府
内
各
地
の
文
化
や
芸
術
を
発
信

す
る
催
し
を
通
期
で
開
催
し
、
府
内
各
地

へ
の
誘
客
に
繋
げ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
会
場
建
設
費
の
高
騰

で
本
府
の
負
担
増
加
も
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、

万
博
を
本
府
の
成
長
と
活
気
に
つ
な
げ
る

重
要
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

【
西
脇
隆
俊
知
事
】

　

万
博
を
き
っ
か
け
に
、
人
や
企
業
が
集

ま
り
、
異
な
る
文
化
的
背
景
を
持
っ
た
方

と
の
「
新
た
な
つ
な
が
り
」
を
生
み
出
し
、

【
田
島
祥
充
府
議
会
議
員
】

　
「
京
都
府
子
育
て
環
境
日
本
一
推
進
戦

略
」「
子
育
て
環
境
日
本
一
・
京
都
の
実
現

に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」

に
基
づ
く
取
組
が
来
年
度
か
ら
本
格
始
動

し
ま
す
。
ど
ん
な
相
乗
効
果
を
発
現
さ
せ

て
、
取
組
を
進
め
ま
す
か
。
今
後
の
展
望
、

子
育
て
環
境
日
本
一
の
実
現
の
到
達
点
を

ど
の
よ
う
な
社
会
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

　

若
い
世
代
は
、
子
育
て
は
大
変
そ
う
と
、

結
婚
や
子
育
て
に
後
ろ
向
き
に
な
っ
て
い

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
子
育
て
は
楽
し
く
、

自
身
の
成
長
に
繋
が
る
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ

る
取
組
が
重
要
と
考
え
ま
す
が
、
若
い
世

代
へ
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
ま
す
か
。

【
西
脇
隆
俊
知
事
】

　

私
が
目
指
す「
子
育
て
環
境
日
本
一
」は
、

子
ど
も
や
子
育
て
世
代
を
は
じ
め
、
全
て

の
人
に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す
い
京
都
を
実

現
す
る
こ
と
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
心

身
の
状
況
や
置
か
れ
た
環
境
に
か
か
わ
ら

ず
、
健
や
か
に
成
長
で
き
、
未
来
に
希
望

を
持
ち
、
豊
か
で
幸
せ
な
人
生
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
で
す
。
子
ど
も
の
生
き

活
き
し
た
姿
と
明
る
い
声
が
、
地
域
の
中

で
響
き
わ
た
る
社
会
で
す
。
子
育
て
世
代

は
、
あ
た
た
か
く
見
守
り
支
え
て
い
る
と

感
じ
る
こ
と
が
で
き
、「
こ
の
地
域
で
子
ど

も
を
育
て
た
い
」
と
思
え
る
社
会
で
す
。

各
個
人
に
よ
っ
て
希
望
す
る
家
庭
の
あ
り

方
、
子
育
て
の
や
り
方
、
生
き
方
が
違
う

中
で
、
全
て
の
子
育
て
世
代
の
希
望
が
実

現
す
る
社
会
で
す
。
若
者
に
と
っ
て
、
結

婚
、
妊
娠
、
出
産
な
ど
の
希
望
が
叶
え
ら

れ
、
地
域
で
働
く
場
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

「
こ
の
地
域
で
働
き
た
い
、
働
き
続
け
た
い
」

「
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
」「
一
度
離
れ

て
も
、
ま
た
戻
っ
て
き
た
い
」
と
思
え
る
社

会
で
す
。
地
域
、
企
業
、
学
校
は
、
子
ど

も
や
子
育
て
世
代
、
若
者
が
集
ま
る
こ
と

で
、
に
ぎ
わ
い
や
活
力
が
生
ま
れ
、
京
都

の
文
化
や
産
業
、
地
域
の
魅
力
や
強
み
を

受
け
継
ぎ
、
未
来
へ
繋
い
で
い
く
こ
と
が

で
き
る
社
会
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
像
の
実
現
に
向
け
て
、

「
人
と
地
域
の
絆
」
な
ど
京
都
の
強
み
や
特

色
を
生
か
し
「
子
育
て
環
境
日
本
一
」
の

取
組
を
進
化
さ
せ
、
長
時
間
労
働
や
家
事
・

育
児
の
負
担
の
偏
り
、
雇
用
形
態
に
よ
る

待
遇
の
差
な
ど
、
社
会
の
構
造
や
価
値
観

も
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
12
月
「
子
育
て
環
境
日
本
一
推
進

戦
略
」
を
改
定
し
、
４
つ
の
重
点
戦
略
と

20
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
掲
げ
ま
し
た
。

併
せ
て
「
戦
略
」
を
前
に
進
め
る
エ
ン
ジ

ン
に
「
子
育
て
環
境
日
本
一
・
京
都
の
実

現
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」

を
制
定
し
、「
子
育
て
環
境
日
本
一
」
の
実

現
に
向
け
た
基
本
理
念
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

府
、学
校
、事
業
者
な
ど
の
責
務
や
役
割
、

子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
の
計
画
制
度
の
創
設
、
子
育
て

世
帯
を
対
象
と
し
た
住
宅
・
土
地
に
係
る

不
動
産
取
得
税
の
軽
減
措
置
の
適
用
対
象

の
拡
充
な
ど
の
規
定
を
盛
り
込
み
、「
戦
略
」

と
の
相
乗
効
果
を
発
揮
さ
せ
て
い
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

来
年
度
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
を
図
る

た
め
に
、保
育
所
等
と
連
携
し
た「
子
育
ち
」

「
親
育
ち
」
を
支
援
す
る
「
親
子
誰
で
も
通

園
モ
デ
ル
事
業
」
の
実
施
、
妊
娠
・
出
産

の
医
学
的
知
識
と
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
を
一

体
的
に
考
え
る
機
会
の
提
供
を
行
う
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
、
子
育
て
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
市
町
村
の
取
組
の

支
援
な
ど
、
予
算
案
を
今
定
例
会
に
提
案

し
ま
し
た
。

　
「
子
育
て
環
境
日
本
一
」
の
実
現
は
一
朝

一
夕
で
で
き
ま
せ
ん
。行
政
と
府
民
の
皆
様
、

企
業
、
地
域
、
関
係
団
体
な
ど
が
、
同
じ

目
標
に
向
け
て
手
を
取
り
合
い
一
丸
と
な

り
、
前
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
子
育
て
が
楽
し
い
風
土
づ
く
り
」
は
、

重
要
な
視
点
で
あ
り
、
民
間
有
志
の
人
口

戦
略
会
議
の
提
言
に
お
い
て
、「
子
育
て
は

大
変
だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
若

い
世
代
の
出
産
・
子
育
て
に
対
す
る
安
心

感
を
高
め
る
べ
き
」
と
さ
れ
る
な
ど
、
京

都
発
の
視
点
が
全
国
的
な
広
が
り
を
見
せ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
我
が
国
に
お
い
て
、
約

40
年
前
の
１
９
８
６
年
に
は
、
18
歳
以
下

の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
は
全
世
帯
の
約
半

分
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
２
２
年
に

は
約
２
割
ま
で
減
少
し
、「
子
ど
も
が
い
る

こ
と
が
当
た
り
前
」
の
社
会
で
は
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

議
員
ご
紹
介
の
と
お
り
、
子
ど
も
の
数

が
少
な
く
な
る
と
、
若
者
や
大
人
が
子
ど

も
と
触
れ
合
う
機
会
が
減
少
し
、
子
ど
も

や
子
育
て
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を

抱
き
に
く
く
な
り
、「
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
い
て

い
て
も
お
互
い
様
」
と
い
っ
た
意
識
や
、「
子

ど
も
は
社
会
で
育
て
る
も
の
」
と
い
う
意

識
も
希
薄
化
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
子
育
て
が
楽
し
い
風
土
づ
く
り
」
の
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
、「
子
ど
も

〝
え
え
顔
〞
た
く
さ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
笑
顔
の
子
ど
も

が
大
人
や
若
者
の
目
に
触
れ
て
、
大
人
の

世
界
に
子
ど
も
が
自
然
に
入
っ
て
い
く
取

組
を
実
施
す
る
こ
と
で
、「
地
域
の
中
に
子

を
展
開
し
、
来
場
者
と
の
一
体
感
や
共
感

を
得
て
、
地
域
の
特
色
の
理
解
を
進
め
、

興
味
を
引
き
出
す
こ
と
で
、
府
内
各
地
へ

の
誘
客
へ
と
繋
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

京
都
の
成
長
と
活
気
に
つ
な
げ
る
こ
と

の
重
要
性
に
つ
い
て
、
２
８
０
０
万
人
の
来

場
者
が
見
込
ま
れ
る
万
博
の
経
済
効
果
は
、

約
３
兆
３
千
億
円
と
さ
れ
て
お
り
、
府
全

域
の
活
性
化
や
地
域
振
興
に
繋
げ
る
絶
好

の
機
会
で
す
。
多
様
な
魅
力
を
国
内
外
に

施
策
立
案
の
参
考
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
来
年
度
は
こ
の
仕
組
み
を
本

格
化
さ
せ
、
具
体
的
な
施
策
立
案
に
繋
げ
、

文
化
庁
の
移
転
の
効
果
が
発
揮
で
き
る
よ

う
、
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
国
際
音

楽
祭
（
仮
称
）
に
つ
い
て
、
府
内
各
地
で

音
楽
に
親
し
め
る
機
会
を
創
出
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
大
阪
・
関
西
万
博
が
開

催
さ
れ
る
令
和
７
年
度
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
イ

め
の
社
会
実
験
な
ど
沿
川
の
魅
力
を
世
界

に
発
信
す
る
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

京
都
府
は
、
枚
方
・
伏
見
間
の
中
型
船
の

就
航
や
、
伏
見
・
宇
治
間
の
Ｅ
ボ
ー
ト
な

ど
の
水
上
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
実
現
に
向

け
、
国
に
河
道
や
船
着
場
の
整
備
な
ど
を

求
め
て
い
ま
す
が
、
万
博
開
催
ま
で
に
、

船
の
航
行
に
必
要
と
な
る
枚
方
・
伏
見
間

全
７
箇
所
の
浅
瀬
な
ど
の
対
策
と
、
八
幡
、

伏
見
の
船
着
場
な
ど
の
整
備
を
完
了
予
定

関
西
パ
ビ
リ
オ
ン
の
京
都
ブ
ー
ス
に
府
民
参
加
型
で
文
化
芸
術
を

発
信
す
る
催
し
を
通
年
で
開
催
し
て
は
？

子
育
て
環
境
日
本
一
を
実
現
し
た
社
会
。子
育
て
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
に

大
阪・関
西
万
博
の
成
功
に

向
け
た
オ
ー
ル
京
都
の
取
組

と
文
化
の
世
界
発
信
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
と
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

Ｍｕ
ｓ
ｉｃ
Ｆｕ
ｓ
ｉｏ
ｎ

Ｋｙ
ｏ
ｔ
ｏ
国
際
音
楽
祭（
仮
称
）

に
つ
い
て
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（
←
裏
面
に
続
き
ま
す
）


